










要約:3 歳児健診から学習障害(LD)リスク児をスクリーニングし、17 名を学童期まで追跡

した。「WISC-R」による知能指数と「LD 児診断のためのスクリーニングテスト」による学

校における適応能力の 2 つの軸によって診断した。健常児が 6 名(35.3%)、LD 児が 6 名

(35.3%)、精神遅滞児が 5 名(29.4%)という結果を得た。この頻度は一般的な LD の頻度よ

りは高いものであった。しかし健常児と精神遅滞児の混在も多く、3 歳児健診からのスク

リーニングには限界があると思われた。


